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We are attempting to digitize the mural in the royal tomb of Amenophis III, one of the 
pharaohs of ancient Egypt. Color chart was also photographed when photographing the mural 
to correct images. We tried color correction with three methods. The best results were 
obtained by the method in which nonlinear digital counts, R, G and B were transformed to 
linear values with sRGB, and then linear values were converted to tristimulus values X, Y 
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あった 2,100 万画素のキヤノン EOS 1Ds MarkⅢを用
い、レンズは歪曲収差が小さいキヤノン EF180mm 




れぞれ分解能 0.002 度、0.004 度で角度を変えるこ
とができる。この装置を PC と専用ソフトによって
コントロールし、壁画の約 2m×3m の範囲を横 11



































グにおけるマッチング位置 x,y と相関係数 r 
No. x y r 位置
1 1743 1481 0.95 トンボ右下
2 324 1443 0.94 トンボ左下
3 1768 548 0.93 トンボ右上
4 345 508 0.92 トンボ左上
5 807 1474 0.70 x-ri(t)e
6 2444 698 0.68 壁面
7 1349 1492 0.65 char(t)





























検出され、表１の場合は図 3 (a) 上の黒丸の番号で
示すような順番になる。アフィン変換の係数を求め
るためには、チャート画像のトンボの番号を図 3 (a) 
下で示すチャートと対応する位置を同じ番号にし




1) 検出された４点(xi, yi) (i = 1,--,4) の中央座標
を(xc, yc)とする。 
2)  まず ki = 1 とし、 
3)  xi > xc なら ki に 1 を加算 
4)  yi > yc なら ki に 2 を加算 
5) i ごとに 2)～4) を繰り返すと、        
k の値は 1,  2 













をよく表す次式の GOG (Gain Offset Gamma)モデル
の係数γを、これらのデータから求めた。 
),,( BGRCbaCY      (1) 
その結果、係数γの値は 2.50 であり、sRGB での実
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  (5) 
 
として、三刺激値 X,Y,Z を求めた。なお、三刺激値
Y は、sRGB では 0 ≤ Y ≤ 1 であるが、本研究では
0 ≤ Y ≤ 100 として扱っているため、式(5)で得られ




２に示す。方法 3 は他の 2 方法より誤差が 1 桁大き
くなっている。相関係数が 3 方法とも高くなってい
るが、方法 3 の回帰直線は原点を通る傾き 1 の直線








リニア変換 (2')、測定 (4)、sRGB (4)、sRGB
変換行列 (3')、測定 (3")、測定 (5)、sRGB
相関係数 0.998 0.998 0.996
X 平均誤差 1.0 0.9 12.1
最大誤差 2.5 2.2 34.2
相関係数 0.998 0.998 0.998
Y 平均誤差 1.0 1.0 11.7
最大誤差 2.3 2.2 33.8
相関係数 0.996 0.996 0.991
Z 平均誤差 1.9 1.9 14.7











(a)                                        (b) 
図７ 原画像(a)と色補正画像(b) 






図 1 の流れ図に示すように、方法 2 によって、す
なわち sRGBにしたがい画像中の各画素のデジタル
値 R,G,B から式(4)を用いてリニアな R’,G’,B’に変換
し、それらの値を式(3”)により三刺激値 X,Y,Z に変換
した。その後、つぎに述べる sRGB に規定されてい
る方法で、三刺激値 X,Y,Z からデジタル値 R,G,B に


























































　  (7) 
と、ノンリニアな値に変換した後、それらを丸めた
値をデジタル値 R,G,B にした。なお、前述したよう
に、sRGB では 0 ≤ Y ≤ 1 であるが、本研究では 0 ≤ 
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